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●
は
じ
め
に
―
南
北
経
済
回
廊
の
経
緯

二
〇
〇
八
年
初
め
、
中
国
雲
南
省
か
ら
タ
イ
に

至
る
南
北
経
済
回
廊
が
ラ
オ
ス
と
タ
イ
間
の
架
橋

を
残
し
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
こ
の
道
路
は
、
雲
南
省
、

ラ
オ
ス
北
部
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
シ
ャ
ン
州
、
タ
イ

北
部
地
域
を
縦
断
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
中

国
や
タ
イ
系
の
少
数
民
族
が
入
り
組
ん
で
住
ん
で

お
り
民
族
的
、
歴
史
的
共

通
性
を
も
つ
が
、
共
に
貧

困
で
自
給
自
足
的
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
地
域
を
貧
困
か
ら

脱
却
さ
せ
る
た
め
に

一
九
九
二
年
創
設
の
大
メ

コ
ン
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
経
済

協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

一
九
九
四
年
第
三
回
Ｇ
Ｍ

Ｓ
閣
僚
会
議
で
チ
ェ
ン

ラ
ー
イ
と
昆
明
間
の
道
路

改
修
を
優
先
案
件
と
し
た
。

チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
か
ら
ラ
オ

ス
経
由
の
区
間
が
ラ
オ

ス
・
ル
ー
ト
（
Ｒ
三
Ａ
）、

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
由
の
区
間

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ル
ー
ト

（
Ｒ
三
Ｂ
）
と
指
定
さ
れ
、

西シ
ー

双サ
ン

版バ
ン

納ナ

タ
イ
族
自
治
州

の
小シ

ャ
オ

勐メ
ン

養ヤ
ン

で
交
差
し
て
い
る
（
図
１
参
照
）。
そ

の
後
、九
八
年
の
第
八
回
Ｇ
Ｍ
Ｓ
閣
僚
会
議
で「
経

済
回
廊
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、
昆
明
と
バ
ン
コ

ク
の
区
間
と
、
昆
明
か
ら
ハ
ノ
イ
や
ハ
イ
フ
ォ
ン

に
至
る
両
区
間
が
南
北
経
済
回
廊
に
指
定
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
・
ル
ー
ト
は
こ
こ
で
は
検
討
し
な
い
。

雲
南
省
内
の
南
北
経
済
回
廊
建
設
（
六
九
八
キ

ロ
）
に
関
し
、
中
国
は
比
較
的
独
自
に
建
設
を
進

め
て
き
た
。
昆
明
―
玉ユ

ー

溪シ
イ

間
（
八
六
キ
ロ
）
が

一
九
九
九
年
に
六
車
線
高
速
道
路
に
完
成
し
た
こ

と
を
は
じ
め
と
し
て
、
玉
溪
―
磨モ

ー

黒ヘ
イ

間
（
二
五
九

キ
ロ
）
が
〇
三
年
、磨
黒
―
思ス

ー

茅マ
オ

間
（
七
一
キ
ロ
）

が
〇
八
年
、
思
茅
―
小
勐
養
間
（
九
七
キ
ロ
）
が

〇
六
年
に
四
車
線
道
路
と
し
て
完
成
し
た
。
小
勐

養
―
磨モ

ー

憨ハ
ン

間
（
一
八
五
キ
ロ
）
は
、
二
〇
〇
八
年

五
月
に
完
成
し
た
。
中
国
内
の
Ｒ
三
Ａ
は
、
磨
憨

と
小
勐
養
間
が
国
道
二
一
四
号
線
で
一
八
五
キ
ロ

あ
り
小
勐
養
か
ら
昆
明
間
は
国
道
二
一
三
号
線
で

五
一
三
キ
ロ
あ
る
。
中
国
内
の
Ｒ
三
Ｂ
で
あ
る
小

勐
養
と
打ダ

ー

洛ル
オ

間
（
一
六
七
キ
ロ
）
は
、
小
勐
養
か

ら
景ジ

ン

洪ホ
ン

を
経
て
勐モ

ン

混フ
ン

ま
で
の
一
〇
四
キ
ロ
は
完
成

し
て
い
る
が
、
勐
混
か
ら
打
洛
間
（
六
三
キ
ロ
）

は
ま
だ
拡
張
中
で
あ
る
。
中
国
の
道
路
工
事
は
、

既
存
道
の
高
速
道
路
へ
の
拡
充
で
あ
る
が
、
蛇
行

メコン地域 ―越境手続き自由化の展望と国境経済圏の形成 特　　集

ナートウィ

図１　南北経済回廊のラオス・ルートとミャンマー・ルートの周辺地図

（注）○で囲んだ地域が本稿で検討対象の国境地域である。
（出所）筆者作成。

恒
石
隆
雄

南
北
経
済
回
廊
上
の
国
境
貿
易
と
国
境
経
済
圏
の
進
展



33 ―アジ研ワールド・トレンド No.172（2010. 1）

特
集

特
集

メコン地域 

タ
イ
政
府
は
、
〇
三
年
に
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
の

特
別
国
境
経
済
区
と
し
て
の
開
発
を
決
定
し
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
タ
イ
工
業
団
地
公
社
は
、

チ
ェ
ン
コ
ン
の
工
業
団
地
の
開
発
に
関
し
て
フ
ィ

ジ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
を
〇
八
年
一
〇
月
に

終
了
し
て
い
る
。
本
経
済
圏
の
焦
点
は
、
第
四
メ

コ
ン
友
好
橋
の
建
設
計
画
で
あ
る
。
中
国
と
タ
イ

は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
に
本
架
橋
計
画
に
関
し
建

設
費
（
三
五
〇
〇
万
米
ド
ル
）
を
折
半
す
る
覚
書

を
交
わ
し
た
。
設
計
は
、
〇
七
年
九
月
か
ら
〇
八

年
六
月
間
に
実
施
し
た
。
〇
九
年
中
に
工
事
の
入

札
を
実
施
し
、
二
〇
一
〇
年
二
月
か
ら
三
〇
ヵ
月

の
工
事
予
定
で
あ
る
。
架
橋
の
効
果
を
期
待
し
て

予
定
地
近
辺
に
雲
南
省
の
ジ
ュ
ー
ジ
ョ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
（Chie Chou Interna-

tional

）
が
ホ
テ
ル
や
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
を
〇
七

年
六
月
に
決
定
し
て
い
る
。

本
国
境
地

域
の
貿
易
投

資
振
興
の
課

題
は
、
第
四

友
好
橋
の
円

滑
な
架
橋
に

尽
き
る
。
架

橋
に
よ
り
ラ

オ
ス
や
、
特

に
中
国
と
陸

運
に
よ
る
貿

易
が
一
層
強

化
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
ま

本
稿
に
お
い
て
も
南
北
経
済
回
廊
の
経
済
開
発

の
進
展
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
Ｒ
三
Ａ
、
Ｒ
三
Ｂ
、

お
よ
び
メ
コ
ン
川
ル
ー
ト
上
の
国
境
地
域
に
お
け
る

越
境
通
行
量
、
国
境
貿
易
（
表
１
参
照
）
お
よ
び

経
済
特
別
区
の
開
発
動
向
や
課
題
を
提
示
し
た
い
。

●
ラ
オ
ス・ル
ー
ト（
Ｒ
三
Ａ
）

タ
イ
の
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
か
ら
チ
ェ
ン
コ
ン
間
は
、

国
道
一
〇
二
〇
号
線
で
一
一
五
キ
ロ
あ
る
が
、
山

岳
地
域
を
通
過
し
て
い
る
。
チ
ェ
ン
コ
ン
と
ラ
オ

ス
の
フ
ア
イ
サ
ー
イ
は
メ
コ
ン
川
で
隔
て
ら
れ
て

い
る
。
ラ
オ
ス
区
間
は
、
ボ
ケ
オ
県
と
ル
ア
ン
ナ

ム
タ
ー
県
を
通
過
し
て
お
り
沿
道
の
山
々
で
は
中

国
の
投
資
に
よ
り
ゴ
ム
の
植
林
が
急
速
に
増
大
し

て
い
る
。

チ
ェ
ン
コ
ン
＝
フ
ア
イ
サ
ー
イ
国
境

チ
ェ
ン
コ
ン
港
は
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
国
道
一
号

線
で
八
三
〇
キ
ロ
あ
る
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
か
ら
さ
ら

に
北
東
に
一
五
〇
キ
ロ
程
離
れ
て
い
る
。
毎
年
約

二
〇
万
人
が
、
チ
ェ
ン
コ
ン
と
フ
ア
イ
サ
ー
イ
間
を

往
来
し
て
い
る
。
車
両
は
、
〇
七
年
の
タ
イ
へ
の

入
国
は
二
七
二
〇
台
、
タ
イ
か
ら
の
出
国
は

二
八
二
七
台
で
あ
る
。
ヒ
ト
と
車
両
の
往
来
は
、
増

大
し
て
お
り
経
済
活
動
の
活
発
化
を
示
し
て
い
る
。

ラ
オ
ス
と
の
国
境
貿
易
は
、
東
北
部
が
主
で
あ

り
、
北
タ
イ
の
チ
ェ
ン
コ
ン
港
で
は
少
な
い
。

〇
七
年
の
貿
易
額
は
一
五
億
バ
ー
ツ
（
輸
出
は
前

年
比
一
八・
一
％
減
の
八
億
七
〇
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、

輸
入
は
前
年
比
一・
〇
％
増
の
六
億
八
〇
〇
〇
万

バ
ー
ツ
）
で
あ
る
。

軽
減
の
た
め
ト
ン
ネ
ル
、
橋
お
よ
び
新
道
が
設
け

ら
れ
た
箇
所
も
多
く
、
磨
憨
―
昆
明
間
が
一
三
四

キ
ロ
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

Ｒ
三
Ａ
は
、
中
国
の
小
勐
養
か
ら
チ
ャ
ン
ラ
ー

イ
に
至
る
五
二
八
キ
ロ
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
は
通
過

点
で
、
そ
の
恩
恵
は
小
さ
い
と
み
ら
れ
、
同
国
は

建
設
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
〇
二
年
に
タ
イ
と

中
国
と
Ａ
Ｄ
Ｂ
が
融
資
を
決
定
し
〇
四
年
か
ら
建

設
を
開
始
し
た
。
フ
ア
イ
サ
ー
イ
と
ボ
ー
テ
ン
間

の
建
設
に
関
し
タ
イ
は
タ
イ
寄
り
の
八
五
キ
ロ
に

二
八
五
〇
万
米
ド
ル
、
中
国
は
中
国
寄
り
の
六
九

キ
ロ
に
三
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
は
中
間
の

七
四
キ
ロ
に
三
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
融
資
し
た
。

チ
ェ
ン
コ
ン
と
フ
ア
イ
サ
ー
イ
間
の
第
四
メ
コ
ン

友
好
橋
の
架
橋
計
画
も
後
述
す
る
よ
う
に
進
展
し

て
い
る
。

一
方
、
Ｒ
三
Ｂ
は
、
中
国
の
小
勐
養
か
ら
景
洪

を
経
て
さ
ら
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
イ
ン
ラ
ー
や

タ
チ
レ
ク
を
経
て
タ
イ
の
メ
ー
サ
イ
や
チ
ェ
ン

ラ
ー
イ
に
至
る
四
八
三
キ
ロ
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
内
の
道
路
は
、
同
国
の
軍
と
民
間
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
。

近
年
は
、
回
廊
を
単
に
道
路
で
な
く
、
本
来
の

「
経
済
回
廊
」
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

〇
五
年
の
第
二
回
Ｇ
Ｍ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
真
の

経
済
回
廊
化
の
戦
略
づ
く
り
の
た
め
「
南
北
経
済

回
廊
の
開
発
調
査
」
を
承
認
し
実
施
し
た
。
ま
た
、

〇
八
年
の
第
三
回
Ｇ
Ｍ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
中
国

が
経
済
回
廊
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
置
を
提
案
し
同
年

六
月
に
第
一
回
、
〇
九
年
九
月
に
第
二
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

表１　関連国境における越境通行量と国境貿易の状況
チェンコン
（2007）

メーサイ
（2007）

チェンセーン
 （2007）

磨憨
（2008）

打洛
（2008）

ヒト（人） 246,528 3,392,426 211,720 640,111 236,900
（伸び率　%） （34.1） （5.7） （－10.9） （48.8） （1.9）
車両（台） 5,547 229,393 N.A. 98.765 23,800

（伸び率　%） （－65.8） （11.4） （－48.5）
船舶（艘） 　　N.A. ― 3,653    ― ―
国境貿易

（100万バーツ） 1,555.1 2,861.0 7,204.5
（伸び率　%） （－10.6） （30.0） （－7.1）
（100万ドル） 45.0 82.9 208.7 180.0 58.4
（伸び率　%） （42.8） （－26.2）

（注）ヒトと車両は出入の合計、貿易は輸出入
合計額を示す。タイ関係は2007年、中
国関係は2008年の数字。チェンコンの
車両数は2006年が異例に多かったため
一時的に急減している。

（出所）タイは関連国境入管・税関資料、中国
は雲南省各県等資料。

第４友好橋予定地（2008年９月筆者撮影）
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れ
ば
チ
ャ
イ
ン
ト
ン
郡
に
至
る
。
同
郡
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
最
東
部
の
山
岳
地
域
で
あ
り
、
サ
ル

ウ
ィ
ン
川
に
阻
ま
れ
隔
絶
さ
れ
て
き
た
。
現
在
は
、

タ
イ
か
ら
中
国
に
通
じ
る
Ｒ
三
Ｂ
の
建
設
に
よ
り

チ
ャ
イ
ン
ト
ン
や
マ
イ
ン
ラ
ー
に
も
タ
イ
製
品
や

中
国
製
品
が
運
ば
れ
て
来
て
い
る
。
マ
イ
ン
ラ
ー

は
、
チ
ャ
イ
ン
ト
ン
か
ら
Ｒ
三
Ｂ
を
北
東
へ
さ
ら
に

九
三
キ
ロ
あ
る
。
マ
イ
ン
ラ
ー
市
の
中
心
部
か
ら
三

キ
ロ
程
北
東
に
マ
イ
ン
ラ
ー
＝
打
洛
国
境
が
あ
る
。

メ
ー
サ
イ
＝
タ
チ
レ
ク
国
境

メ
ー
サ
イ
は
、
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
の
最
北
端
に

あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
タ
チ
レ
ク
と
国
境
を
接
し

て
お
り
、
県
庁
所
在
地
の
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
か
ら

六
〇
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。
国
境
間
の
サ
イ
川
に
は

タ
イ
の
援
助

に
よ
り
第
一

友
好
橋
が
架

け
ら
れ
て
い

る
。
国
境
に

至
る
パ
ホ
ン

ヨ
ー
テ
ィ
ン

（
国
道
一
号

線
）
通
り
に

は
、
多
数
の

店
舗
が
あ
り

ミ
ャ
ン
マ
ー

の
民
芸
品
、

宝
石
、
中
国

の
衣
料
品
、

電
化
製
品
等

二
キ
ロ
地
域
に
「
ボ
ー
テ
ン

国
境
貿
易
区
」
の
開
発
を
決

定
し
た
が
、
現
在
も
ナ
ー
ト

ウ
ィ
の
税
関
、
ト
ラ
ッ
ク
の

検
査
場
や
ボ
ー
テ
ン
国
境
近

辺
に
商
店
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、

カ
ジ
ノ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

一
方
、
雲
南
省
政
府
は
、

〇
一
年
五
月
「
磨
憨
辺
境
貿

易
区
」
を
発
足
さ
せ
〇
四
年

九
月
、
中
国
政
府
が
建
設
を

認
可
し
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い

る
。
現
在
、
磨
憨
辺
境
貿
易

区
に
は
、
免
税
店
、
貿
易
市

場
、
ホ
テ
ル
、
約
一
五
〇
の

企
業
・
商
店
が
あ
る
。
〇
八

年
に
は
、
入
出
国
者
数
約
六
四
万
人
、
入
出
車
両

約
九
万
九
〇
〇
〇
台
、
貿
易
額
一
億
八
〇
〇
〇
万

米
ド
ル
（
前
年
比
四
二・
八
％
）、
貨
物
輸
送
量

三
二
万
ト
ン（
前
年
比
四
二・二
％
）と
伸
び
て
い
る
。

こ
の
国
境
地
域
の
課
題
は
、
ボ
ー
テ
ン
国
境
貿

易
区
の
開
発
構
想
の
具
体
化
で
あ
る
。
ル
ア
ン
ナ

ム
タ
ー
県
を
Ｒ
三
Ａ
上
の
単
な
る
通
行
地
域
と
し

な
い
た
め
中
国
側
と
連
携
し
た
開
発
が
望
ま
れ
る
。

●
ミ
ャ
ン
マ
ー・ル
ー
ト（
Ｒ
三
Ｂ
）

タ
イ
の
メ
ー
サ
イ
は
、
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
か
ら
国

道
１
号
線
で
北
へ
六
八
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
サ

イ
川
を
挟
ん
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
シ
ャ
ン
州
の
タ
チ

レ
ク
郡
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
タ
チ
レ
ク
か
ら

北
に
Ｒ
三
Ｂ
（
国
道
四
号
線
）
を
一
六
三
キ
ロ
走

た
、
設
置
予
定
の
工
業
団
地
も

円
滑
な
架
橋
に
よ
り
雲
南
省
等

か
ら
の
投
資
の
誘
致
も
可
能
と

な
ろ
う
。

ボ
ー
テ
ン
＝
磨
敢
国
境

ボ
ー
テ
ン
国
境
（
ラ
オ
ス
・

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
県
）
は
、
県

中
心
部
か
ら
Ｒ
三
Ａ
に
沿
っ
て

北
東
に
五
七
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。

中
国
の
磨
憨
国
境
か
ら
一
九
キ

ロ
程
手
前
の
ナ
ー
ト
ウ
ィ
で
、

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
か
ら
の
Ｒ
三

Ａ
と
ウ
ド
ム
サ
イ
か
ら
の
国
道

一
号
線
が
合
流
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
一
二
月
に
中
国
と

ラ
オ
ス
両
政
府
は
磨
憨
＝
ボ
ー
テ
ン
を
第
三
国
人

も
通
行
可
能
な
第
一
級
国
境
ゲ
ー
ト
と
し
た
。
磨

憨
ゲ
ー
ト
の
入
出
国
者
数
は
、
〇
八
年
で
六
四
万

人
と
急
増
し
て
い
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
の
瑞ル

イ

麗リ
ー

や
ベ
ト
ナ
ム
国
境
の
河
口
に
比
べ
少
な
い
。

〇
七
年
の
雲
南
省
の
ラ
オ
ス
へ
の
輸
出
は

三
五
九
一
万
米
ド
ル
（
前
年
比
三・五
％
増
）
で
、

輸
入
は
四
七
四
八
万
米
ド
ル
（
前
年
比
三
七・一
％

増
）、
貿
易
総
額
は
八
三
三
九
万
米
ド
ル
（
前
年
比

二
〇・三
増
）
で
あ
る
。
こ
の
国
境
貿
易
の
特
徴
は
、

中
国
が
国
境
周
辺
の
小
規
模
な
企
業
の
交
易
振
興

の
た
め
導
入
し
た
国
境
小
額
貿
易
の
割
合
が
貿
易

総
額
の
六
五・七
％
と
高
い
こ
と
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
政
府
は
、
〇
二
月
二
月
に
ナ
ー
ト
ウ
ィ

交
差
点
ま
で
の
一
号
線
の
二
〇
キ
ロ
区
間
の
両
側

ボーテン国境付近（2008年９月筆者撮影）

磨憨辺境貿易区（2008年９月筆者撮影）

メーサイ新税関（2008年９月筆者撮影）
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と
い
う
が
、
現
在
は
さ
び
れ
た
様
子
で
あ
る
。

〇
七
年
の
雲
南
省
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
は
、

六
億
四
〇
六
八
万
米
ド
ル
（
前
年
比
二
二・
九
％

増
）、
一
方
輸
入
は
二
億
三
二
八
九
万
米
ド
ル
（
前

年
比
三
六・
二
％
増
）
あ
り
貿
易
総
額
は

八
億
七
三
五
七
万
米
ド
ル
（
前
年
比
二
六・二
％
）

で
あ
る
。
こ
の
貿
易
総
額
は
雲
南
省
の
貿
易
総
額

の
九・九
％
で
あ
り
、
国
境
小
額
貿
易
が
貿
易
総
額

の
八
〇・四
％
と
高
い
。
〇
八
年
の
打
洛
ゲ
ー
ト
の

越
境
者
は
約
二
三
万
七
〇
〇
〇
人
、
車
両
台
数
約

二
万
三
〇
〇
〇
台
（
前
年
比
四
八・五
％
減
）、
輸

出
入
額
は
五
八
四
〇
万
米
ド
ル
（
前
年
比

二
六・二
％
減
）
で
あ
る
。

こ
の
国
境
地
域
の
発
展
の
可
能
性
は
、
道
路
の

円
滑
な
使
用
に
依
存
し
て
い
る
。
Ｒ
三
Ｂ
を
観
光

や
国
境
貿
易
の
た
め
使
用
可
能
な
も
の
と
す
る
た

こ
の
整
備
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
貿
易
だ
け
で
な

く
、南
中
国
と
の
貿
易
の
拡
大
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。

メ
ー
サ
イ
・
タ
チ
レ
ク
の
国
境
周
辺
は
、
双
方

で
国
境
貿
易
の
賑
わ
い
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

Ｒ
三
Ｂ
を
内
陸
部
に
入
る
と
山
岳
地
帯
で
あ
り

チ
ャ
イ
ン
ト
ン
を
除
き
、
小
さ
な
村
落
し
か
な
い
。

現
状
で
は
最
も
開
発
の
可
能
性
が
低
い
地
域
で
あ

る
。
Ｒ
三
Ｂ
は
山
岳
地
域
に
あ
り
路
幅
が
一
車
線

の
と
こ
ろ
も
多
い
。
ま
た
タ
チ
レ
ク
と
マ
イ
ン

ラ
ー
間
は
検
問
所
が
六
ヵ
所
あ
り
通
行
手
続
き
が

煩
雑
で
あ
る
。
Ｒ
三
Ｂ
の
物
理
的
、
制
度
的
改
善

が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。

マ
イ
ン
ラ
ー
＝
打
洛
国
境

マ
イ
ン
ラ
ー
（
ミ
ャ
ン
マ
ー・シ
ャ
ン
州
。「
モ

ン
ラ
ー
」と
も
い
う
）は
、一
九
八
九
年
に
東
シ
ャ

ン
州
軍
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍

政
と
和
解
し
東
部
シ
ャ
ン

州
第
四
特
別
区
と
な
っ
た
。

マ
イ
ン
ラ
ー
は
、
中
国
語

を
解
す
る
シ
ャ
ン
族
や
ワ

族
も
い
る
が
、
新
た
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
求
め
て
来
た
中

国
人
が
多
く
チ
ャ
イ
ナ
・

タ
ウ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。

打
洛
は
、
中
国
政
府
が
マ

イ
ン
ラ
ー
の
カ
ジ
ノ
へ
の

中
国
人
の
出
入
り
を
禁
止

す
る
〇
三
年
ま
で
は
一
日

に
二
～
三
〇
〇
〇
人
の
中

国
人
観
光
客
で
賑
わ
っ
た

が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
か
ら
東
に
三
キ

ロ
程
行
く
と
、
新
設
の
第
二
メ
ー
サ
イ
税
関
に
至

る
。
タ
チ
レ
ク
側
で
は
、
既
存
の
税
関
と
新
税
関

は
ボ
ー
ジ
ョ
・
ア
ウ
ン
・
サ
ン
通
り
で
接
続
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
道
路
は
Ｒ
三
Ｂ
と
な
り
マ
イ
ン

ラ
ー
に
至
る
。

タ
イ
の
普
通
車
や
観
光
バ
ス
は
タ
チ
レ
ク
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
入
国
が
可
能
で
あ
る
が
、
通
常

五
キ
ロ
以
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
年
間
約
二
〇

万
台
の
車
両
が
越
境
し
て
い
る
が
、
タ
イ
人
は
自

動
車
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
バ
イ
ク
で
越
境
し
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
は
、中
国
と
タ
イ
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
入
国
で
き
な
い
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク

も
タ
イ
や
中
国
へ
の
越
境
は
で
き
な
い
。
二
〇
〇

七
年
に
は
、
約
三
四
〇
万
人
が
越
境
し
て
い
る
が
、

入
出
国
者
の
八
〇
％
が
タ
イ
人
、
一
六
％
が
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
、
残
り
の
四
％
が
第
三
国
人
で
あ
る
。

年
間
一
〇
〇
万
人
を
超
す
タ
イ
人
が
国
境
通
行
証

で
越
境
し
て
お
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
使
用
者
は
数
千

人
に
過
ぎ
な
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
の
国
境
貿
易
は
同
国
間
の

貿
易
総
額
の
九
割
近
い
。
〇
七
年
の
メ
ー
サ
イ
税

関
の
貿
易
額
は
約
二
八
億
バ
ー
ツ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
の
輸
出
額
は
前
年
比
二
六
・
七
％
増
の
二
四
億

五
〇
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
輸
入

は
前
年
比
六
三・二
％
増
の
三
億
九
〇
〇
〇
万
バ
ー

ツ
）
で
あ
る
。

〇
六
年
一
月
に
完
成
し
た
新
メ
ー
サ
イ
友
好
橋

の
手
前
に
新
税
関
が
〇
九
年
三
月
に
竣
工
し
て
い

る
。
四
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
い
敷
地
に
モ
ー
バ
イ

ル
Ｘ
線
装
置
等
を
備
え
た
先
進
的
施
設
で
あ
る
。

タチレク国境付近（2008年９月筆者撮影）

打洛国境ゲート（2008年９月筆者撮影）

打洛・勐混間工事中（2008年９月筆者撮影）
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活
用
し
調
和
の
あ
る
開
発
を
推
進
す
る
か
に
あ
る
。

●
お
わ
り
に

回
廊
の
国
境
で
は
、
隣
国
の
国
民
は
パ
ス
ポ
ー

ト
で
な
く
国
境
通
行
証
で
往
来
し
そ
の
数
は
増
大

し
て
い
る
が
、
車
両
の
越
境
は
Ｒ
三
Ｂ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
自
由
で
な
く
経
済
活
動
を
阻
害
し
て
い

る
。
沿
線
の
近
隣
諸
国
間
の
貿
易
と
投
資
は
中
国

と
タ
イ
が
核
に
な
り
な
が
ら
着
実
に
伸
び
て
き
て

い
る
。

中
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
に
向
け
南

進
策
を
と
り
つ
つ
雲
南
省
を
前
線
と
し
て
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
と
の
経
済
協
力
関
係
を
重
視

し
、
援
助
、
貿
易
、
投
資
を
積
極
化
さ
せ
て
い
る
。

一
方
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
は
、
中
国
や
タ
イ

か
ら
の
援
助
、
貿
易
、
投
資
を
う
ま
く
活
用
さ
せ

な
が
ら
自
国
の
開
発
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

タ
イ
は
、
ラ
オ
ス
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
道
路
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
援
助
す
る
と
同
時
に
イ
ン
ド
シ
ナ

や
中
国
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
の

開
発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
タ
イ
は
、
三
つ

の
ル
ー
ト
で
雲
南
省
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
中
国

と
の
貿
易
拡
大
や
中
国
か
ら
の
投
資
の
導
入
を
期

待
し
て
い
る
。
各
国
の
思
惑
は
、
南
北
経
済
回
廊

上
で
交
錯
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は

共
存
共
栄
関
係
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

（
つ
ね
い
し　

た
か
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
国
際
交
流
・
研
修
室
）

〇
七
年
の
入
出
国
約
二
一
万
人
中
タ
イ
人
が
約

一
六
万
人
と
約
八
割
を
占
め
る
。
第
二
は
ラ
オ
ス

人
で
四
万
人
強
で
あ
る
。
中
国
人
は
三
〇
〇
〇
人

程
で
あ
る
が
、
船
舶
の
乗
組
員
等
と
考
え
ら
れ
る
。

船
舶
の
往
来
は
、
中
国
と
タ
イ
間
が
多
く
〇
七
年

は
、
中
国
か
ら
の
入
国
が
一
五
一
九
隻
、
中
国
へ

の
出
国
が
一
五
一
二
隻
で
全
体
の
八
割
を
占
め
る
。

チ
ェ
ン
セ
ー
ン
港
は
、
中
国
と
の
国
境
貿
易
の

拠
点
港
で
あ
り
〇
七
年
の
貿
易
額
七
二
億
バ
ー
ツ

に
占
め
る
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
お
よ
び
ラ
オ
ス
の

割
合
は
各
々
七
六・一
％
、一
九・七
％
、四・二
％

で
あ
る
。
現
在
、
中
国
と
の
貿
易
の
拡
大
に
伴
い

施
設
が
不
足
し
て
い
る
。
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
メ

コ
ン
川
を
東
へ
一
〇
キ
ロ
程
下
っ
た
コ
ッ
ク
川
と

の
合
流
地
点
に
税
関
・
入
管
・
検
疫
の
総
合
機
能

を
も
つ
第
二
港
を
建
設
予
定
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
・
ボ
ケ
オ
県
の
ト
ン
プ
ン
地
域
に
も
中

国
の
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。
雲
南
省
の
企
業
が
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
ト
ン
プ
ン
郡
に

二
〇
一
一
年
の
竣
工
に
向
け
ホ
テ
ル
、
カ
ジ
ノ
、
商

店
街
、
免
税
店
、
ゴ
ル
フ
場
、
軽
工
業
地
区
等
で

構
成
さ
れ
る
経
済
観
光
開
発
区
を
建
設
中
で
あ
る
。

チ
ェ
ン
セ
ー
ン
は
北
タ
イ
の
主
要
港
で
あ
り
こ

こ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
お
よ
び
中
国
と
国
境

を
接
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
タ
イ
の
課
題
は
、

雲
南
省
と
の
貿
易
推
進
の
た
め
チ
ェ
ン
セ
ー
ン
第

二
港
の
円
滑
な
建
設
で
あ
る
。
同
港
は
、
中
国
に

と
っ
て
も
雲
南
省
か
ら
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
を
経
て

諸
外
国
に
輸
出
す
る
中
継
ハ
ブ
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
こ
の
チ
ェ
ン
セ
ー
ン
や
対
岸
ラ
オ
ス
の
ト
ン
プ

ン
の
課
題
も
や
は
り
、
中
国
の
経
済
力
を
い
か
に

め
、
ま
ず
、
打
落
国
境
を
タ
イ
人
等
第
三
国
人
も

通
過
可
能
な
第
一
級
国
境
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
は
〇
七
年
一
一
月
批
准
し
て
い
る
が
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
事
情
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

勐
混
と
打
洛
間
の
工
事
を
早
急
に
竣
工
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。

●
メ
コ
ン
川
ル
ー
ト

内
陸
部
の
雲
南
省
に
と
っ
て
、
メ
コ
ン
川
の
円

滑
な
水
運
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
四

月
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
間

で
「
メ
コ
ン
川
商
業
航
行
自
由
化
協
定
」
を
締
結

し
た
。
沿
線
に
は
中
国
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

お
よ
び
タ
イ
の
港
が
あ
り
、
交
易
を
行
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ン
セ
ー
ン
港
か
ら
北
に
二
四
〇
キ
ロ
程
遡
れ

ば
中
国
雲
南
省
の
関
累
港
に
、
さ
ら
に
一
〇
〇
キ

ロ
遡
れ
ば
景
洪
港
に
至
る
。
ま
た
、
思
茅
港
は
、

景
洪
港
か
ら
さ
ら
に
北
に
八
〇
キ
ロ
遡
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
の
シ
ェ
ン
コ
ッ
ク
港
は
、
メ

コ
ン
川
と
Ｒ
三
Ａ
の
交
差
地
点
に
あ
る
。
チ
ェ
ン

セ
ー
ン
港
と
雲
南
省
の
関
累
や
景
洪
等
の
港
と
の

間
に
は
貨
物
船
が
頻
繁
に
就
航
し
て
お
り
、
ま
た

チ
ェ
ン
セ
ー
ン
と
景
洪
間
に
は
客
船
の
定
期
便
も

あ
る
。
貨
物
船
は
、
景
洪
港
か
ら
チ
ェ
ン
セ
ー
ン

港
に
下
り
は
一
二
時
間
程
で
あ
る
が
上
り
は
二
～

三
日
を
要
す
る
。

チ
ェ
ン
セ
ー
ン
港
は
、
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
か
ら
北

東
に
九
六
キ
ロ
離
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境

の
メ
ー
サ
イ
か
ら
国
道
一
一
二
九
号
線
に
沿
っ
て
東

に
三
〇
キ
ロ
程
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
友
好
橋
予

定
地
の
チ
ェ
ン
コ
ン
か
ら
五
〇
キ
ロ
程
西
に
あ
る
。

チェンセーン港（2008年９月筆者撮影）




